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云る八月五日開会の

第二回臨時市議会は､競輪場北側一帯の市有艶約二万坪を､坪二､〇〇〇円､総額三､九九七万一千余円で､工場用艶として松下電器産

業
株
式
会
社

(

社
長
松
下
幸
之
助
氏
)

に
売
り
渡
す
こ

と
を
決
定
し
ま
ん
た
.

平
塚
進
出
を
決
め
ー花
松
下
電
器
産

業

で
は
､
関
係
手
簡
の
終
了
を
ま
っ

て
､

第
一
次
工
場
建
設
約
五
､
〇
〇
〇

坪
､

五
億
円
の
資
茶
投
下
を

予定している 今度の議会で､市

の振興策として工場の誘致をはかるにあたり'総合運封場の建設を､広い見艶か至まず断念､用途変

更を正

式に決定､これについて大蔵省の

認可を求めたのであります｡ れ

た､中小企業資産評価の特例に関

する法律に

よって､特に中小企莱(法人)に対し資産の再評価を行うことがで

きるようになりました｡ これ

は､中小企業経過の合理化と､税負担の華減をはかって､その健全な発達に寄与するのがねらい

です｡この法律の精神をいかし

て､再評価が順調に行わ

れ
る

よ
う
､
税
東

署
で
は
､
再
評
価
税
の
整
備
や
､
再
評

価
の
方

法
手
続
を
が
ん
た
ん
に
す
る
な

ど
の
措
置
を
講
じ
､
中
小
企
業
薯
の
再

評
価
実

施を奨筋
し
て
い
ま
す
｡

い
つ
で
も
税
務
署
で
詳
し
い
説
明
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
｡
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といわれ､四茶煙突でなじみ深い

属
人
河

畔の平塚工業に隣りあわせ､須

賀
属
人
に
ま
た
が
る
草
原
に､

近
代
工
場
の
建
設
が
は
じ
ま
る
の
も
間

近
い
で
し
ょ
うO

新
設
さ
れ
る
松
下
電
器
平
塚
工
場
は

テ
レ
ビ､

璽
剤
洗
た
く
磯
な
ど
の
家
庭

電
化
用
品
を
生
産
す
る
予
定
で､

工
場

誘
致
に
飛
躍
を
か
け
る
平
塚
の夢
を､

大きくむすぶものと期待されてい
大
蔵
省
で
は､

国
が
市
に
払
下
げ
た

価
格
と

､
市
が
松
下
電
器
に
売
渡
す
金

額
と
の
ひ
ら
き
を
調
整
す
る
た
め
､
松

下
電

器
に
対
す
る
売
渡
し
金
額
の
総
額

か
ら
､
市
が
整

地
に
要
し
た
費
用
を
除

い
た
額
の
四
〇

%
(法
人
税
割
と
同
じ
)

を
国
庫
に
払
込
む
と
い
う
条
件
を
つ
け

十

主

∵

厨♂∵∵＼二
､tz･.･･.1""IZPi

十
二
回
め
の
原
爆
記
念
日
の
思
い
も

i

て
､
近
く
用
途
変
更
を
認
可
す
る
も
の
盲

ら
た
に
､
原
水
爆

の
絶
対
禁
止
を
求

辱
HI･
-豊
-あ

ー.～YA管
･･1--

全
世
界
の
世
論
の
動
向
に
逆

らいつ

つ
､
原
水
爆
の
実
験
は
､
傍
若

無人の

態
で
､
つ
ぎ
つ
ぎ
と
行
わ
れ
て

いる

｡

こ
の
事
を
ゆ
る
め
た
ら
､
忽

ち世界

の
平
和
は
破
れ
る
と
､
言
わ
ん

ばかり

の
､
危
険
千
万
な
原
爆
示
威
が

､われ

わ
れ
の
前
に
展
開
さ
れ
て
い
る

｡刻一

刻
､死
の
灰
は
､
地
殻
の
表
を
お

おい､

や
が
て
地
球
上
の
生
物
は

先
ず

､
最
初
の
犠
牲
者
た

る
､
死
の

灰
の
谷
間
に
住

む
わ
れ
わ
れ
日
茶

人
を
は

じ
め
と
し
て
､
生
命
寧
っ

ば
わ
れ
て
ゆ
く
の
で
あ

る
｡

こ
れ
は

､
単
な
る
セ

ン
チ
メ
ン
タ
リ
ズ
ム
で
は

な
く
て
､
敢
然
た
る
資
料

に
も
と
ず
い
て
科
学
者
た

一㍉
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･チ
ャ
脚
阿
三
つ
の

西
田助
役
を

出
し
た
の

で､二
百
万

県

民､十
万
市

民
､
共
に

､
声を
犬
に

し

て､世
界
の

世
論
の
､

今
一そう
の

喚

起に
努
刀
い

た
し
た
い

と慮
っ
て

い

る｡×

×

×

つぎに
､
市
長
ア
デ
に

､お手
紙
を

下

さる市
民

の
方
に

お

ぬがい
し
た

い
.

お
手
紙

と亭っ
よ
り

投
書
と
言

っ

た方が
正
し

雄

い
の
弁
も
知

れない
が
､

薫
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て
い
た
だ
き

たいこ
と
は

と
見
ら
れ
て
い
ま
す
｡

桧
下
電
器
誘
致

は
懸
案
解
決
と
し
て
各

界
の
明
る
い
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
｡

税

務

署

顧

評

価

を
奨
励

申

亜

食

費

の

資

窪

ま
る
五
月
二
十
八
日
に
公
布
雁
行
さ

め
て
､
わ
れ
わ
れ
の
代
表
が

東
京
の
原

水
爆
禁
止

世
界
大
会
に

参
加
し

ま
し

た
｡云
る
八
月
十
二
日
か
ら
五
日
間
東
京

都
立
体
育
館
を
中
心
に
世

界
各
国
の
代

表の参軍によって開催した第三回

世
界
大
会
は
､
広
島
大
会

､
長
崎
大
会

に
つ
ぐ
も
の
で
､
い
よ
い
よ
放
射
能
の

悪
影
響
お
ゝ
う
べ
く
も
な

い
も
の
と
な

っ
た
な
か
で

､
大
き
な
成
果
を
お
さ
め

ま
し
た
｡

代
表
者
は
､
左
の
写
真
上
段
左
か
ら

小
出

唆

(文
化
団
俸
代
表
)

根
茶
童
以
子

(婦
人
会
代
表
)

西
田

英
清

(市
助
授
)

遠藤
精一
(市議会議長)

写
真
下
段
左

から

杉
山

宮
治

(
市
教
育
要
員
)

餅
田

l.三

(飽
区
労
代
表
)

前
場

貢
三

(青
年
会
代
書

五
十
配
剤
帰
手

(民
生

肇
貝
)

の
八
名
､
西
田
助
役
は
､
大
会
議
長

団

の
一
員
と
し
て
倍
降
し
ま
し
た
｡

代
表

一
行
は
､
事
や
十
六
日
の
世
界

大
会
終
幕
と

同
時
に
､
空
事
そ
の
任
務

をおえましたが､今回の代表者派

遣
の
影
に
は
､
各
団
体
や
市
民
有
志
の

力
強
い
支
援
が
あ
り
ま
し
た
｡

iiiia

帝
す
ま
で
も

ないこ
と
な

云

∵

膵

が
ら
､
こ

れ

には､
ぜ
ひ

住
所
姓
名
を

明記し
て
い

た
だ
き
た
い

のであ
る
｡

ち
が
､
わ
れ
わ
れ
の
前
に
壁
が

してい

る
冷
厳
な
る
持
論
な
の
で
あ
る
｡

こ
の
八
月
六
日
か
ら
開
か
れ

た原水

協
の
第
三
回
世
界
大
会
の
予
備

会談を

通
じ
､
さ
ら
に
､
十
二
日
か
ら

五日間

に
わ
た
っ
光
覚
京
大
会
の
成
果

に
､わ

た
く
し
ぼ
絶
大
な
期
待
を
寄
せ

た
ので
内
容
に
た
い
す
る
責
任
の

所 在を
開
ら

弁

にして
ほしいと
思
う

と同時
に
､

折

角
のお
手紙に
た
い
し

て､御
返
事

を

差し上
げるこ
と
が
で

きない
の
で

因

る

のである｡市長は､いつもゆ′弁たがげである｡うちとけて､卒麿にどんなことでも書いていただきたい ｡すぐ御

返事は書きます｡ で あ り ましたが､

その結果は世界の大センセーションをまき起ん ました ｡第二回大
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冬
っ
ご
い
た
､
農
業
委
員
会
委
員
の
選
挙
は
､
七
月
三
十
日
算
1
選
挙
区

(旧
市
､
旭
､
金
田
､
岡
崎
勺
土
沢

)

定
数
一

六､第二選挙区(大野､神田

､城島)定数十四の二区域に

分けて行われました｡ 上原

正好(五二)島村達雄(四五)石田直治(六三)
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同
じ
臨
時
市
議
会
で
､
各
組
合

の
聖

学

の
中
か
ら
選
任
さ
れ

る
､
農
業
肇
貝

十

二
名
も
確

定
し
ま
し
た
｡

守
匡
覚
之
助

(五
三
)
平
塚
農
協
長

小
川

房
吉

(五
二
)

旭農

協長

大
野

宗平

(六

一)

土
釈
農

協
長

角
田

次
郎
(五
九
)金
田

農
協
理
事

今
井

正
治

(四
五
)

岡
崎
農
協
長

辱
歴

農
委
会
長

第
一
選
挙
区
は
投
票
日

の
前
日
ま
で

投
票
実
施
の
態
勢
で
括

溌
な
う
ご
き
を

見
せ
ま
し
た
が
､
結
局

､
立
候
補
者
が

賢
数
を
超
え
な
く
な
っ

た
た
め
､
投
票

を
と
り
や
め
､
第
一
､

第
二
両
選
挙
区

と
も
無
投
票
で
沢
の
当
選
人
を
確
定
し

か
管
会
長
鴎
理

杉
山
農
政
部
会
長

根
崖

農
地
部
会
長

ま
し
た
｡

武
藤
礼
二

(五
二
)
根
坂
間

和
地
恒
太
郎

(五
三
)
徳
延

安
飽
謙
蔵

(六
八
)
土
屋

ク新再

今
井
輝
謬

(四
三
)
平
塚

ク

木
島

興

(五
八
)
高
根

ク

小
島
重
雄

(四
九
)
万
田

ク

構
溝
伊

勢
五
郎

(四
八
)
平
塚
再

山
田
金
蔵

(六
〇
)
上
吉
沢

新

小
泉
利
夫

(五
九
)
下
吉
沢

ク

石
墨
暑
八

(五
二
)

土

屋

山
崎
昌
雄

(四
五
)
岡

崎

佐
璽
暑
代
治

(四
八
)
岡
崎

鈴
木

新
助

(五
四
)
平
塚

杉
山

薫

(四
七
)
属
人

尾
崎
一
郎

(四
八
)
飯
島

小
泉
紀

一
(重

ハ
)
寺
田
経

世
尾
勝
太

郎

(六
四
)
商
原

冠

猪
三
郎

(五
七
)
真
土

相
原
庄
太

郎

(四
〇
)
八
幡

佐
藤

直
正

(五
七
)
中
原

小
川

治
助

(五
六
)
中
原

苦
茶

政
雄

(四
四
)
大
神

吉
尾
谷
文
三

(五
八
)
田
村

勝
田

長
治

(四
九
)
城
所

秋
山
正
夫

(四
三
)
小
鍋
島

クク再新節ククク〟ク再新再新クク

飯
田

清
司

(四
三
)
下
島

新

安
村
琴

1
(四
六
)
豊
田
本
郷
ク

加
藤

千

(四
六
)
豊
田
小
嶺
ク

上
原

栄
作

(四
八
)
四
之
官

ク

小
宮

茂
雄

(五
三
)
田
村

ク

以
上
三
〇
名
の
当
選
者
は
､
七
月
三

十
一
日
の
選
挙
会
の
決
定
を
経
て
､
八

月
一
日
､
見
附
台
公
会
堂
に
初
出
席
､

杉
山
選
管
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
を
附

与されました｡続く､八月五

日の臨時市議会において､学識経験の立場から次の玉名が市議会の推薦により選任されました

｡根岸勘

次郎(六六)市議杉山憲

三

(六
六
)

ク

斎
藤

痘
苗

(五
六
)
天
野
農
協
長

片
倉

俊
雄

(六
一
)
豊
田
農
協
長

岡
崎

保
三

(五
八
)
城
島
農
協
長

小
菅

実

(五
一
)
神
田
農
協
長

市
川

重
治

(五
〇
)
東
農
業
共
済

角
田

鎮
雄

(

五〇)商農業共済
吉野円太郎(六二)第一酌農

合計四七名の新雪貝による讐回農業委員会は､八月九日見附台公会堂にひらきヽ新役員を選出順調な発足ぶりを見せました｡

会長守昆寛之助会

長
代
理

小

管

実
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私
達
の
住
む
平
塚
の
市
長
が

､
文

人
で
あ
る
こ
と
は
､
文
化
を
好

む
私

達
百
年
に
と
っ
て
､
喜
ば
し
い

こ
と

で
あ
り
そ
の
幅
広
い
放
棄
に
期

待
し

て
い
る
｡

親
近
感
あ
ふ
れ
る
市
長
よ
､
択
代

平
塚
市
の
社
会

教
育
謀
は
､
技
術

的
に
県
下
の

先
端
に
あ
る

の
だ
か

ら
､
更
に
予
算

を
投
じ
そ
の
教
哲
効

果
を
挙
げ
得
る

よ
う
望
む
も
の
で
あ

る
｡高

滞
慎
吾
氏
等
が
唱
え
て
い
る
文

う
い
う
う
ち
に
､
良
い
環

指
が
作
り

f

だ
さ
れ
て
い
く
O

浜
岳
抱
区
で
は
公
園
芋
化
が
､
青

年
と
婦
人
の
手
で
は
じ
め
ら
れ
た
よ

･∴
:''
/
･
'.I.:).
...'･哩
.･三

.:･.:..
･..I.....

が
起
さ
れ
て
行
/＼
だ
ろ
う
じ

の
平
塚
の
為
に
､

目
茶
の
ク
レ
イ
ン

ス
ビ
ー
博
士
に
な

っ
て
頂
き
潅
い
｡

椅市
民
子の

...I.:,'i!
1.I::,.:,;;..;:.,::;i..l1..::.
::I.;.,..∵
'.: .

:.=
二
..;

.:."(,.;7....

.一二. こういったうごきを考慮され社

会福祉の重要なことは､い

まさら語るまでもないが､

県下のどの都市に比しても､予算的に最も劣る平塚

の
社
会
教
育
の
現

状
を
一
日
も
早
く
改
善
し
､
犯
舞

件

数
の
根
絶
を
期
し
て
欲
し
い
｡

化
セ
ン
タ
ー
は
､
今
や
､
婦
人
､
百

年
､

文
化
の
諸
団
体
で
切
撃
さ
れ
て

い
る
の

で
､
復
興
第
展
の
途
上
な
れ

ば
こ
そ

､
是
非
建
設
し
て
頂
き
た
い

し
､
聾
定

処
置
と
し
て
も
､
望

円
館

の
一
部
に

会
議
室
を
設
け
て
､
諸
団

体
の
停
軍
を
計
っ
て
頂
き
た
い
｡
モ

て
､
名
実
共
に
文

化
市
長
の
下
に
､
良
い
環
環
に
よ
る

良
い
人
材
を
生
み
だ
す
方
式
を
､
推

進
さ
れ
ん

こ
と
を
切
望
す
る
｡

商
鷲

東
雷
竹

四
郎

(
行

軍
協
別
理
語
長

◎
県
青
磁
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農
艶
部
会
会
長

根
岸
勘
択

部

ク

会
長
代
理

佐
藤
喜
代
治

(部
員
二
〇
名
)

農
政
部
会
会
長

杉
山
憲
三

ク

会
長
代
理

冠
猪
三
郎

(部
員
二

〇
名
)

神
奈
川
県
農
業
会
議
曇
貝
に
は
､
大

野
農
協
真
率
齢
断
言
氏
が
決
ま
聖
ま

し
た
｡

新
陣
容
成
っ
潅
農
業
委
員
会
は
今
月
中

に
､
農
地
､
農
政
両
部
会
を
招
集
､
道

東
方
針
を
協
議
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
｡

農
地
中
心
の
旧
態
か
ら

脱
皮

農
政
問

意
を
大
き
く
と
り
あ
げ

よ
う
と

す
る
新
雪
民
会
に
期
待
さ
れ
ま
す
｡

｣
二
二

∵

ェ

.I.
,L
十

;:'''.!..;i=?

∴
∴

二

｡
∴

∴

二
､i'

Lr:I:i
LLi..:
二

.L.[
'1り盛

.;.ih,,;仰

鱒
六
回
市
民
総
合
体
育
大
会
が

､
九

月
一
日
か
ら
一
帯
に
再
を
あ
げ
ま

す

｡

i.:;:Lil.:,'di'Lj{JZ三

三

二

手

t..,:
.''

今
年
も
､
押
葉
川
県
農

業
ま
つ
り
は

平
塚
を
中
心
に
開
催
さ
れ

る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
.

開
催
期

日
は
､
十
一
月
の
末
か
ら
､

十
二
月
初
旬
に
か
け
窒
二
日
間
が
予
好

五
万
ぐ
ら

い
の
入
出
が
見
込
ま
れ
て
い

ま
す
｡

神
斉
川
県
下
の
農
業
界
が
総
力
を
あ
げ

る
こ
の
農
業
ま
つ
り
は
､
昨
年
第
一
回

さ
れ
､
笠

の
実
績
雷

お
し
て
､
十
蔓

催
し

て
成
功
､
今
年
は
前
回
の
経
験
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第
七
回
七
夕
ま
つ
り
の
反
省

会
は
､

七
月
三
十
日
､
商
工
会
議
所
会

議
室
に

戸
川
市
長
､
西
田
七
夕
ま
つ
り

実
行
委

員
長
､
各
実
行
委
員
､
事
務
局

員
な
ど

関
係
者
を
あ
つ
め
て
催
さ
れ
､
全
国
一

に
の
し
あ
が
っ
た
平
塚

七夕

まつ
り
の

来年に備え､きびしい自己批判を

交
わ
し
ま
し

た｡主な反省点は①交通関

係では､

啓質､消防､交通安全協会らの協力は極めて積極的であったが､これ以上､交通制限や国道使用を求めていくのは困難で､第二国道の完成が切望される｡一号国道を長時間ストップさせることは､全国的に例がなく国道添いが七夕まつりの中心となる現状

では､第二国道を一日も早 く完成して､無理のない交通制限が行えるよう努刀すべきである｡⑧竹飾りがひところにくらべ､さみしくなったという声を検討したが､必ずしもY ⑧平塚駅の協刀が欲しい､駅
頭や駅の構内に

七夕まつりの雰囲
気

を
出
し
て
く
れ
た
な
ら
､
旅
行
者
の

関

心
を
や
っ
こ
と
が
で
き
た
ろ
う
と
思

わ

れ
る
｡
駅

が
土
地
の
観
光
行
事
に
同
調

す
る
例
は

多
々
あ
る
こ
と
だ
し
､
駅
の

協
刀
は
大
き
な
効
果
を
も
つ
も
の
で
あ

ア
賞
な
ど
抽
象
的
な
賞
で
は
な
く
一
､

二
､
三
､
四
等
の
数
字
を
使
い
､
順
位

を
開
示
す
る
糞
を
使
っ
て
い
き
た
い
｡

⑤

折
角
の
七
夕
ま
つ
り
､
夜
の
照
明

が
暗
く
も
う
少
し
工
夫
が
欲
し
い
､
個

々
に
照
明
を
考
え
る
よ
9
'
商
店
街
全

体
を
大
き
な
照
関
で
､
全
体
的
効
果

を

さ
み
し
く
な
っ
た

とは云えず､む

し
ろ
全
体
の
飾
り

つ
け
の
レ
ベ

ル
が

上
っ
て
､
優
劣
が

少
く
な
っ
た
た
め
特
に

一
つ

辛

(.;.I,( .1L':'':.eJ7.,I.,Ll(二喜
三

言

蓬
が
､
や
は

り
見
附
台
中
心
に
開
催
す
べ

き
だ
｡

⑧

飲
食
店
が
不
評
を
か
っ
た
こ
と
は

何
と
い
っ
て
も
残
念
な
こ
と
だ
｡
い
そ

が
し
か
っ
た
に
は
ち
が
い
な
い
が
､
平

均
し
て
飲
食
店
は
飾
り
つ
け
も
非
協
力

的
で
あ
っ
た
し
､
そ
の
上
客
扱
い
そ

の

他
で
大
き
な
不
評

を
蒙
っ
て
い
る
｡

この問題は､今
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後
機
会
あ
る

ごと

に
研
究
､
啓
発
し

を
生
か
し
た
盛
沢
山
な
行
事
を
予
琶

見
附
台
蟹

田
館
の
内
外
で
は
､
農
機

具
堅

ホ
会
､
各
組
合
の
大
会
の
外
､
連

日
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
催
さ
れ
､
農

業

会
館
に
も
､
農
業
団
体
別
の
大
会
や

閣

芸
会
が
し
く
ま
れ
ま
す
｡

市
営
須

賀
球
場
に
は
､
県
下
の
畜
産
其

湯
が
店

び
ら
き
す
る
と
伝
え
ら
れ
て
､

い
ま
か
ら
畜
産
関

係
者
を
は
り
き
ら
せ

て
い
ま
す
｡

市
円
､
在
住
､
在
勤
､
在
学
者

(中

学
宝
は
除
く
)
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

･'
'

-

豹
.
...
I.:.
.I.

'･.
..
..･+.

T
革
と

三
五

〇
)
か
､市
役
所
父
は
､

㌃
露
出
膳
所

へ
お
呼
込
み
下
さ
い
｡

九
月
l
日
''
バ
レ

ー
ボ
ー
ル

(江
陽

中
)
⑳
柔
道

(体
育

館

)⑳
卓
詳

(曙

哲雄
)
◎
水
泳

(袖
ケ

浜ブ
ー
ル
)
@

軟
式
野
球
閉
幕

(須
習
録
場
)

九
月

八
日
､
バ
ス
ケ
ッ

ト

ボ
ー
ル

(墜
宵
館
)
◎
軟
式
庭
球

(匡
球
場
)

･

剣
道

(公
会
堂
)
⑳
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル

(

大
洋
中
)
◎
陸
上
競
技

(江
陽
申
)

凍

年

産

兼

山
0

0

%

を

予

約

三
十
二
年
産
米
の
予
約
買

付
は
､
各

単
位
農
協
ご
と
に
準
口
中

で
､
八
月
十

日
ま
で
の
成
績
で
は
､

平
塚
農
協
の
一

一
五
◎
六
%
､
岡
崎
の

二

〇
%
､
城

島
の
一
〇
九
%
､
神
田

の
一
〇
七
%
な

ど
を
高
位
に
､
全
体
で

は
､
買
付
予
好

数量二

､
〇
二
四
石
に
対
し
一
一
､

〇
一
六
⑳

七
石
を
予
約
､
一
〇
〇
%
に

達
し
ま
し
た

｡
更
に
こ
の
成
縛
は
上
ま

わ
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す

｡

豊

九

州

恩

諾

ESf.･L;..;I.rJ.i.･･.1

二

十
二
･i:.1･.7.品3.iP;'.竃

に

梅
雨
前
線
の
豪
雨
禍
に

見
ま
わ
れ
た

九
州
殿
方
は
､
言
語
に
絶

す
る
惨
状
を

呈
し
た
と
報
じ
ら
れ
､
全

国
か
ら
救
援

古

手
が
さ
し
の
べ
ら
れ
て

い
ま
す
｡

こ
の
見
習

nB
Q
取
扱
い
は
､
今
月
二

十
三
日
ま
で
､
至

心
の
万
は
期
限
内
に

福
祉
事
務
所
へ
御
持
参
下
さ
れ
ば
二

括
水
害
地
へ
お
届

け
し
ま
す
｡

市
立
図
書
館
の
あ
允

ら
し
い
試
み
､

優
休
み
の
T雇

健
寓
象
に
し
た
緑
贋
図

書
館
が
各

艶
を
ま
わ
り
､
好
評
を
は
く

i.
つ
の

る
か
ら
､
も
う
一
段
の
協
刀
が
望
ま
れ

豪
華
さ

が目立た
な
く
な
っ
た
と
見
る
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続
き
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す

が
､①
土
地
区
画
整
理
区
域
内

(属
人
､

須
賀
､
新
宿
及
び
平
塚
の
一
部
)
は
区

画
整
理

換地精算と同時に⑧第二耕地整理区域内(平塚､新宿の一部)は確定登記と同時に⑧その他の区域は､順次それぞれ改正正式実施にうつされる予定

で
す
｡

(終
)

建

設
課
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七
月
二
十
二
日
公
布
の
政
令
第

二
〇
〇
号
に
よ
り
､
戸
籍
手
数
料

が
改
正
さ
れ
､
八
月
一
日
か
ら
施

行
に
な
り
ま
し
た
｡

○
戸
籍
簿
◎
除

籍簿などの閲覧手数料一回四

〇
円
(旧
三
〇
円
)
○
戸
籍
⑳
除
籍
陪
抄
茶
の
交
付
手

数
料

一
枚
四
〇
円
(旧
三
〇
円
)

○
戸
籍
記
載
事
項
証
明
､
戸
(除
)

簿
陪
抄
茶
の
再
認
証
の
手
数
料

一

件
に
つ
き
四
十
円
(旧
三
〇
円

)
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結
核
は

知
ら
な
い
問
に
ひ
ろ
が

9'

み
か
け
や

､
感
じ
だ
け
で
は

わ潜らな

い
病
気
で

す
｡

い
ま
全
国
で
は
二
九

二万人もの績

碍
愚
者
が
い
る
と
い

われ､これは英

に
六
軒
に

一
人

ず

つの割合を示すも

の
で
す
｡

し
か
も
こ

の結核患者は､
一〇人

沢の日取りで､家族全責を対象

に､健喪診断と予防接種(省C持注

那)を行います.もよりの会場
へ

ぜひお越し下さい｡
一切無料､会

場ではレンドゲ
ン検査も受けるこ

とができます｡

会場
平塚保健所

の
う
ち
八
人までが無白覚で､健蔚

一松原公民館

町
界
町
名
の
改

正

そ
の
三

･一芸

,二

軍

≡

J..i.i
(:I,.≡

r
J).!
qf,/

今
回
は
改
正
案
を
図
示
し
て
､
協
刀

を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
｡

平
塚
市
の
耶
名
改
正
案
は
､
昭
和
二

十
四
年
度
か
ら

着
手
､
学
識
経
験
者
一

四
名
に
よ
る
委

員
会
を
設
け
て
､
そ
の

運
営
研
究
を
行

い
､
撃
一十
五
年
の
二

月
に
､
基
茶
方

針
と
町
名
仮
案
の
設
定

を
見
て
お
り
ま
す
｡

同
年
三
月
に
は
､
仮
案
に
も
と
ず
く

新
区
域
を
更
に
四
六
区
域
に
わ
け
､
世

帯
入
口
等
の
調
査
を
行
い
､
続
く
同
年

田
名
改
正
仮
案
空
所
す
立
看
板
を
市
内

八
カ
所
に
設
け
､論
議
を
呼
び
ま
し
た
｡

翌
五
月
に
は
全
世
帯
に
改
正
仮
案
図
面

を
印
刷
配
布
､
具
体
的
な
惹
兄
を
求

め
､

こ
れ
を
参
考
に
し
て
､
各
地
区
出

身
議
員
に
よ
る
協
議
会

を
重
ね
､
茶

摺
地
区
を
残
し
､
田
名
田

界
案
空
手

七
年
の
三
月
に
至
り
決
定
し

た
の
で
あ

り
ま
す
｡

こ
う
い
っ
準

っ
ご
き
の
中
で
､
第
五

耕
艶
整
理
区
域

内
の
､
桃
浜
田
､
萄
~城

四
月
に
､
市
民
の
意
見
を
求
め
る
た
め
ケ
丘
､
校
風
附
､
袖
ケ
浜
の
四
耶
名
と
一新
番
艶
が

決
好
を
見
､

他
艶
区
に
先
が

け
て
､三
十
年
四
月
か

ら
正
式
実
旗
さ

れ
､
現
在
で
は
す
で
に

､
市
民
に
親
し

ま
れ
在
住
者
に
便
益
を

も
た
ら
し
て

い
ま
す
｡

今
年
の
六

月
に
至
り
､
改
正
案
の
決

ま
っ
て
い
な

か
っ
た
茶
摺
艶
区
の
出
身

議
員
に
よ
る

協
議
会
を
開
催
､
同
艶
区

内
の
新
田
名

田
界
案
を
決
定
す
る
と
と

も
に
二
;

/
ち
仁
一軸
議
会
全
員
協
議
会

に
は
か
っ
て
､
九
年
ぶ
り
に
全
市

街
艶

(茶
庁
管
内
)
に
わ
た
る
新
田
名

田
界

莱
(石
図
参
照
)
の
決
定
を
見
た

わ
け

で
あ
り
ま
す
｡

こ
の
案
の
正
式
実
施
ま
で
に
は
､
市

議
会
の
議
決
を
経
､
登
記
､
告
示
の
事

診
断
に
よ

っ
て
発見されています｡

持
核
は
早
く
発
見し､早めに清原

す
れ
ば
､
割
合
か
ん
たんになおる病

気
で
す
｡
毎
年
一度
は
必
ず全部の人

が
､
健
喪
診
断
を
受
け
る
よ
うにしま

し
よ
う

｡

結
核
は
若
い
人
だ
け
の
病
気
で
は
あ

り
ま
せ
ん
｡
調
査
の
結
果
で

は
､
三
〇

才
か
ら
五
〇
才
ま
で
に
一番
多
い

こ
と

が
わ
か
り
ま
t
た
｡
お
年
寄
と
て
油
断

は
禁
物
で
す
｡
子
供

が
括
核
だ
と
わ
か

っ
て
､
あ
わ
て
て
家
族
の
健
喪
診
断

を

受
け
た
ら
､
ぜ
ん
そ
く
持
ち
だ
と
思
っ

て
い
た
お
ば
あ
さ

ん
が
､
実
は
結
核

で
､
可
愛
い
孫
に
う
つ
し
て
い
た
と
い

う
悲
劇
も
あ
り
ま
す
｡

学
校

や
職
場
で
は
､
毎
年
健
康
診
断

を
一
斉

に
行
っ
て
い
ま
す
が
､
家
匿
で

働
く
人
は
､
つ
い
忘
れ
が
ち
な
も
の
で

す
｡

見附台公会堂
診断日

paCG

八月二二日
二四日

二三日
二五日

二四日
二六日

官軍

兄
か
講
堂

花
水
会
館

花
水
小
校

医

農
業
会
館

高
浜
校
図
書
室

(P3)

須
賀
海
笠
寺

土
屋
小
講
堂
闇

吉
沢
か
学
校

金
田
健
民
飼

中
原
小

学
校

城
島
小
学
校

規
公
民
館

豊
田

小
学
校

大
野
幼
稚
園

大
野
小
学
校

神
田
保
育
所

岡
毒
小
学
校

二
六
日

二
八
日

二
七
日

二
九
日二八日三〇日二九日三一日三〇

日
九
月
一
日

三
一
日
甑

二
日

九
月
二
日
慧
…
四
日

三
日

晦

五
日

_･.･.･...▲一一一一一一▲-
一一一〇九七六五匹
百百日日 日日日日日

_.一一一一 一･一■一････.一･･･.･.▲一一一一一一▲
五四三二一九八七六
日日日日 日日日日日

健

医

診

断

の 精巣､括横であるこ

とが

わ

か

った人には､精顆予防法

の敢き

めによ
って､誰でも医僚準

の半額を､国庫で負担して貰
えま

す｡したが
って健喪保険に入

って

いる家喪では､家族の人も､健保

で半額､国庫で残りの半額が支出

されますから､

括核医擬勢

は無料に

なるしくみ
です｡

国保加入世

帯では､特

種の場合国庫が半額､国保が残りの半額の半分を

負担します

から､全医
襟撃の四

分の盲､個

人が負担す
ればよい

ことになっています｡

結核患者

一人の入院
費は､
一カ

月
平
均
一

四､〇〇〇円､
一年間に

は
一
七
万

円
も
か
ゝ
る
と

い
わ

れま

す
｡
発
見
が
お
く
れ
て
重
態
に
な
れ

ば

､
も
っ
と
沢
山
の
費
用
を
要
し
快

復
ま

で
に
長
い
年
月
が
か
ゝ
つ
て
し
ま
い
ま

す
｡
一
七
万
円
を
家
匠
電
化
に
使
っ
た

と
す
る
と
-
-
-
I

璽
熟
洗
た
く
機

二
三
､
〇
〇
〇
円

電
気
冷
蔵
庫

五
〇
､
〇
〇
〇
円

国
民
;T･i旨
ど
_,"仁
.山硫
嗣i7Eii･･･
-,;A.,.4:rTI.
i

テ
レ
ビ

七
五
､
0
0
0
円

ミ
キ
サ
ー

一
〇
､
〇
〇

〇
円

扇
風
機

一
二
､
〇
〇
〇
円

が
ら
く
に
買
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
｡

嘗
そ
ろ
っ
て
健
喪
診
断
を
受
け
､
結

核
を
追
放
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
｡

柴

t:S
,i
放

し

蘭
.,Lい
は

三

冠

円

腿

腎

の

罰

金

犬
の
け
い
留
期

間
が
､
も
う
一
年
延

期
さ
れ
ま
し
た
｡

狂
犬
病
の
根
絶
を
期

す
た
め
で
､
期
間

は
来
年
六
月
末
日
ま

で
､
飼
犬
を
放
し

飼
い
に
す
る
と
､
保

健
所
の
野
犬
捕
獲
人
に
つ
れ
て
い
か

れ

る
壁
二
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
せ

ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
御
重
思
｡

千

: ''.=,'ji':.:'
'

匪
平
塚
新
宿
に
鎮
座
す
る
八
幡
宮
の
古

記
録
に

｢
仁
王
門
ノ
傍
に
長
三

重

ハ

尺
ノ
石
ノ
笠
置
(
き
よ
う
)
印
塔
ア
リ

銘
文
濃
へ
テ
不
開
､

年
号
ハ
東
和
二
年

二
月
十
五
日
ト

ア
リ
｣

の

一
節
が
あ

る
｡
宵
こ
の
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､､､ ､､､､､､､､､､､小.､.､小､L､､､＼小､､､＼八､.小､､､､＼小､＼､､､小､､.､.小+TTTTF

千 言 ! L 章 二 ≒

三二 二 二 二 ⊥ 二 二 二 二 二 二 ________
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三 三 二 二 言 ≡ ご /-,-::::-_:二

戦後十二年､戦争に対する東南アの国々の憎しみは､まだ消えま

っていません｡

目茶が世界の一員として､平和と繁栄のなかに生きるためには､まず同じアジアの民族と事をつな

いでい曹ねばなりません｡

わたしたちの誠意のしるしとし

∴

キ
∵
7.1.I.,.t･･.I:.''tnI.I.′｣朋...,,.::;...'三
t.?.(.I.;:i;...::

i

l....I,:,..I..,::I..,.,..:
..
..,.
1ニ
草

;:i,'･,の
聾
;i......:,.蒜
;,.:.;..

て
､
フ
イ
リ
ッ
ピ
ン
に
カ
ト
リ
ッ
ク
寺

院
の
再
建
を
､
ビ
ル
マ
に
は
目
茶
の
仏

像
を
贈
り
､
両
国
の
戦
没
者
の
霊
を
な

ぐ
さ
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

.

八
月
の
末
に
一
世
帯
三
〇
円
､
特
志

一
〇
〇
円
以
上
を
目
標
に
善
隣
幕
金
運

動
を
行
い
ま
す
｡
近
く
募
金
肇
貝
が
参

上
し
ま
す
か
ら
､
お
力
琴
見
下
さ
い
｡

わ
た
く
し
た
ち
の
さ
ゝ
や
か
な
努
力
が

や
が
て
美
し
い
善
隣
の
花
を
咲
か
せ
る

で
し
ょ
う
｡

二
化
め
い
虫
を
は
じ
め
農
作
物
の
害

虫
駆
除
に
非
常
に
き
ゝ
め
が
あ
る
､
パ

ラ
チ
オ
ン
等
有
機
隣
製
剤

(農
薬
)
は

最
近
利
用
が
激
増
､
大
量
に
使
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
｡

こ
の
農
薬
は
強
い
殺
虫
力
を
持
つ
反

面
､
人
畜
に
も
強
い
毒
性
を
も
ち
不
注

意
か
ら
中
毒
症
状
を
超
す
こ
と
が
あ
り

塵
メ
ガ
ネ
等
も
併
用
し
､､
果
樹
園
な
ど

し
ず
く
が
お
ち
る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は

カ
ッ
パ
を
着
る
べ
き
で
す
｡

撒
布
は
風
下
か
ら
始
め
､
作
業
員
が

薬
を
浴
び
な
い
よ
う
に
移
動
し
､
民
家

の
近
く
で
は
風
向
に
充
分
気
を
つ
け
て

下
さ
い
｡
作
業
中
の
喫
煙
､
飲
食
は
き

け
ん
｡
そ
の
と
き
は
､
務
や
事
な
ど
を

撒
布
後
は
体
を
よ
く
あ
ら
い
作
業
衣

は
連
続
使
用
を
さ
け
､
撒
希
後
の
田
畑

に
は
絶
対
に
入
ら
ぬ
こ
と
｡

こ
の
中
毒
症
状
は

番
い
と
き
は
､
食
欲
不
振
､
頭
構
め
ま

い
に
は
き
気
が
重
な
り
ま
す
｡

ひ
ど
い
と
き
に
は
､
胃
陽
が
い
た
み
脚

･[/.iJJi'iI'毒

茎

/
LL:..,
/3',I;I;tr.i〓

二

二

.

こ
,
(Ill1L.i

新
尊
者
は
職
場

を

平
塚
職
安
管
内
で
､
就
職
適
正
検
査

も
お
え
､
明
春
学
塔
を
巣
立
つ
若
人
は

高
校
男
六
九
七
名

(就
職
希
望
三
九

望
五
四
四
)
を
琴
蓬
かす
｡

こ
の
人
連
の
全
員
就
職
を
目
標
に
ク
新

Q

卒
者
の
雇
用
促
進
月
間
〃
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
｡
早
く
も
求
人
申
込
み
を
終
っ

た
と
こ
ろ
も
あ
り
､
明
る
い
兄
と
お
し

で
す
が
､も
う
1
歩
等
琴
王
に
､新
し
い

労
働
力
の
受
入
れ
を
お
願
い
し
た
い
と

こ
ろ
だ
と
い
わ
れ
ま
す
｡

適
格
者
の
推
せ
ん
は
､
高
校
九
月
十

日
か
ら
､
中
学
校
は
明
春
一
月
l
日
か

ら
は
じ
め
ら
れ
ま
す
｡

ま
す
｡

薬
剤
は
鍵
の
か
ゝ
る
と
こ
ろ
に
l
括
保

管
し
､薬
鞭
の
調
整
に
は
､ゴ
ム
文
は
ビ

ニ
ー
ル
の
手
袋
を

用い､
薬がぢかに

手
に
ふ
れ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
｡

使
用
後
の

容
器
は
て
い
ね
い

に
洗

い
､
万
一
く
す
り
が
皮
ふ
に
つ
い
た
と

き
は
､
す
ぐ
石
け
ん
で
洗
い
お
と
す
こ

と
が
必
要
､尿
酸
が
こ
ぼ
れ
た
ら
､砂
か

灰
に
吸
わ
せ
､
苛
性
ソ
ー
ダ
文
は
濃
い

石
け
ん
鞭
で
洗
い
お
と
し
ま
し
よ
う
｡

空
ぴ
ん
は
土
中
に
う
め
､
空
袋
は
焼
い

て
下
さ
い
｡

撒
布
中
に
は
皮
膚
の
露
出
を
少
く
し

帽
子
､
マ
ス
ク
､
セ
ル
ロ
イ
ド
製
の
防

写真は
､
盛立竃を前に
､
勤労生活え

の期待に胸ふ菟鼻ませ
､
略業適性甘

んさを受ける中学生
｡

石けんで洗い､よくうがいをしま

しよう｡作業中の容器やホース

からくすりがもれるのを望思し､作業衣のしめりがひどくなったら早く著かえること1年少者､体の弱い八など作業には不適当､一入の八が長時間作業にたずさわるのもよくあ

り
ま
せ
ん
O

撒
布
陣
に
は
牛
馬
な
ど
も

遠
ざ
け
て
お
く
べ
き
で
す
｡

の
苦
し
さ
を
訴

え
､
目
が
弁
す
ん
で
よ

だ
れ
を
出
し
ま
す
｡
下
痢
を
伴
い
預

い

ろ
が
悪
く
な
り
ま
す
｡

さ
ら
に
ひ
ど
く
な
れ
ば
､

全

身

け

い

れ
ん
を
起
し
､
呼
吸
が
は
げ
し

く

な
っ

て
人
命
に
危
け
ん
を
生
じ
ま
す
｡

中
毒
に
な
っ
た
ら
早
く
医
師
の

手
当

を
受
け
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
｡

三

∵

二

二

十

納
期
･:I;
i..e
三
･}il
i
望

.T:.3).

納
税
に
徴
税
令
書
を
お
忘
れ
な
く

平

壌

爾

軍

団

協

議

会

鼠

I-;::･.-.I...i.

章

hJ･];

･:･･:1,

私
達

は
､
日

て
こ
っ
ち
に
移
っ
兜
わ
け
で
す
｡

現在泉U-tや=･.日日p-

∵-～八日日日｡V･･.～-

氏こ品稿には､住所､､職業 を
明記のlI_I.-.I-.-

1L投名と､掲載分に記念
を贈 ります｡間藤鷲話の新設は齢つか部落民が熱望しておりました赤電話の新設二カ所､すでに新設の家まで指定了解塀とのことですが､いっこう新設の様子がありませんが､その後どうなったのでしょう弁｡

田
村

高
梨
定
言
(
蔑
〕

審

お
問

合
せ
の
件
に
つ
い
て
は
､

遍
日
各
飽
区

毎
に
支
所
､
出
張
所
を
通

i

riJリマjl･､､

国
連
デ
ー
を
記
念
し
て
､
人
権
ポ
ス

タ
ー
の
募
集
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
｡

十
八
才
未
満
の
学
生

に
限
り
､
新
聞

紙
一
ペ
ー
ジ
犬
､
色
彩
自

由
ク
人
権
〃

を
盛
り
込
ん
だ
創
作
.
九

月
二
十
日
ま

で
に
県
庁
内
国
連
協
会
神
奈
川
県
茶

部

に
宛
送
っ
て
下
さ
い
｡

概
算
補
導

生
用
人
を
憲
集

県
立
平
塚
公
共
職
業
補
導
所

(新
豊

田
道
､
バ
ス
豊
原
田
下
牽
)
で
は
､
建

築
科
補
導
蛋

10
名
を
募
集

し
て
い
ま

す
｡
希
望
者
は
､
九
月
二
十
日
迄
に
暦

医
書
一
滴
を
琴
兄
申
込
ん
で
下
さ

い
.

入
所
選
考
は
九
月
二
十
五
日

ハ
合
格

者
は
十
月
五
日
に
発
表
さ
れ

ま
す
Q

喝
血1..Tin舘
で

コ
[･･t,サ
1-･L･･1

ひ

ら
′ヽ
図
書
館
の

月
例
レ
コ
ー
ド
コ
ン
サ
ー

ト
は
､
来
る

八
月
二
十
四
日
(土
)午
後

一
陣
か
ら

図
書
館
の
二
階
に
催
さ
れ
ま

す
｡
音
楽

愛
好
者
の
来
館
を
お
待
ち
し

ま
す
｡

桃
持
寄
品

評
会
の
風
撃
者

優
等

は
神
罰
の
石
井

さ
ん

ま
る
七
月
十
九
日
､
神
田
野
辺

竃
一

さ
ん
方
で
開
催
し
た
､
桃
の
持
寄

品
評

会
は
三
〇
点
の
出
品
を
数
え
､市
長
､助

役
､
農
産
課
長
ら
も
嘩
見
て
の

挑
欄
の

試
食
会
も
あ
っ
て
盛
会
で
し
た

｡

優
等

石
井

政
吉

(神
田
)

膏
等

佐
川
兵
太
郎

(大
野
)

ク

小
川

義
一

(神
田
)

計
塵
豊

の
定
期
け

ん
YU

県
の
事
に
よ
り
､
も
の

さ
し
､
は
か

り
､
ま
す
等
の
定
期
け

ん
さ
が
､
各
勉

を
巡
回
し
て
行
わ
れ
ま

す
｡
今
回
は
営

業
用
が
対
象
で
す

.
会
社
､
工
場
､
商

店
で
は
､

必
ず
こ
の
検
査
を
受
け
て
下

さ
い

｡
九
月
二
日

大
野
申
@
三
日
神

田
小

城
最
小
⑳
四
日
岡
崎
農
協

､金田出張所◎五日旭出張所､土

沢農協ヱハ 日､七日

競輪場⑳九日浜岳中学校･十日､十一日､十二日見附台公会堂◎十三日桧原公民館⑳十四､十六日富

士見小学校葵務簿記会計講座開

く複式簿記を中心に決算と初歩
経営診断まで､特に税務会計処理に零点をおいてひらかれます.

期日九月二日～十四日まで
毎日後六撃一〇分から(途中八日は休講)墓場見附㊥公会堂講師公認会計士原関民定員先着順一〇〇名受講希望者は二〇〇円を響品工会議所

に申込んで下さい｡ じ不

窟箇所を調査､図面を琴凡て申

請してあります｡その後再度に

わたり電報電話旨へ申し入れしましたが､この農村電話の新設は､平塚電報電話局立合のもとに､竃々公社と現飽調査の上､重要度に応じて､電々公社の予算の割当を受け実施されるもので､その予算額も非常に少額で､全飽域一

斉に実

施されることは困難とされているようであります.大体五力年計画で除々に完成を予定されて､計画が進んでいるようであり

ますo(総務課)問道路の修理

は歴の程度役所が撃って電れるの
かい

ま
ま
で
旧
村
道
は
､
村
民
の
無

料
奉
仕

で
補
修
や
砂
利
引
き
を
行
っ
て

お
り
ま

し
た
が
､
合
併
後
も
同
じ
こ
と

を
繰
返

す
の
で
す
か
｡
神
田
地
区
も
農

村
色
が

だ
ん
だ
ん
薄
ら
ぎ
､
勤
労
者
が

多
く
な

り
､
留
守
居
の
婦
人

子

供

の
奉

仕
で
は

や
り
き
れ
な
く

な
っ
て

い
ま

す
｡
ど
の
程
度
の
道
路
ま

で
役
所
で
処

理
し
て

も
ら
え
る
弁
､

お
答
え
下
さ

い
｡大
神
か
管
長
泊
(

農
協
穐
盈
)

笛

道
路
維
持
修
理
は
市
道

認
定
路

裸
に
つ
い
て
は
市
常
備
人
夫
に

て
補
修

す
る
事
に
し
て
屠
り
ま
す
が
､

農
道
に

つ
い
て
は
､
飽
元
奉
仕
に
於
て

補
修
す

る
横
御
願
い
致
し
て
居
り
ま
す

｡

(

建

設
課
)

常
慣
れ
す
ぎ
て
い
る

為
に
電
波
の
有
難

さ
と
い
う
も
の
を
余

り
痛
切
に
感
じ
て

い
な
い
｡
ス
イ
ッ
チ

一
つ
､
ダ
イ
ヤ
ル

を
調
節
す
れ
ば
､
自

分
の
好
き
な
放
送

が
聞
分
れ
る
の
だ
か

ら
､
そ
の
笹
の
苦

労というものは余り知
られて
い
な

ヽ
○
i
こ

れ
は
云
る
八
月
七
日
､
市
の
西
南

端
に

在
る
関
昇
電
位
管
理
旨
の
送
信
所

を
､

お
と
ず
れ
た
陣
の
様
子
で
あ
る
｡

商
に
海
岸
の
総
の
緑
､
西
に
高
麗
山
を

見
ら
れ
る
も
の
で
な
い
の
で
一
般
弁
ら

は
余
り
関
心
が
も
た
れ
ま
せ
ん
し
､
見

学
に
こ
ら
れ
る
人
も
ぴ
ん
と
こ
な
い
よ

う
で
す
ぬ
｡
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
同
債

数
を
割
当
た
り
､
舟
と
の
無
線
連
絡
を

し
た
り
し
ま
す
｡
電
波
も
そ
れ
ぞ
れ
違

う
問
波
数
を
も
つ
も
の
が
､
何
百
何
千

と
あ
り
ま
す
か
ら
､
一
つ
狂
え
ば
皆
め

ち
ゃ
め
ち
ゃ
に
な
っ
て
し
ま
う
ん
で
す

よ
｡
こ
れ
を
混
線
し
な
い
よ
う
に
監
視

し
て
い
る
わ
け
で
､
三
浦
の
長
井
に
あ

る
監
視
部
で
測
定
､
監
視
し
､
そ
の
括

こ
こ
で
は
十
人
の
所
員
が
三
人
づ
つ
三

交
代
で
仕
事
を
続
け
て
い
ま
す
｡
｣

こ
こ
で
1
台
三
〇
〇
万
円
も
す
る
と

い
う
送
受
信
機
が
す
え
て
あ
る
所
内
を

見
学
す
る
｡
瑚
何
に
も
頭
脳
の

鋭
敏
な

感
じ
の
若
い
所
員

さ
ん
が
三
人
､
機
構

の
前
で
仕
事
を
し
て
い
た
｡
操
作
は
オ

ー
ト
メ
ー
シ
ョ

ン
化
さ
れ
､
ガ
ラ
ス
を

隔
だ
て
た
向
う
側
の
送
受
信
機
の
所

ま

で
い
か
ず
に
､
ボ
タ
ン

一
つ
で
何
で
も

出
来

､
左
石
に
計
三
ケ
の
連
絡
用
電
話

時
間
的

に

秒
差
を
争
っ
だ
け
に
笑
に

良
く
ゆ
き

届
い
て
い
る
.
機
械
室
に
入

る
と
､
七
台
の
機
械
が
整
然
と
並
び

､

高
電
圧
を
必
要
と
す
る
関
係
か
ら
､

火

災
に
は
万
全
が
期
さ
れ
､
天
井
に
は
堅

田
温
度
が
上
が
る
と
､
白
然
に
鴨
だ
す

啓
報
装
置
が

な
さ
れ
て
い
た
｡
夜
の

室
に
入
る
と
r
出
力
四
〇
濫
W
と
い
う

一
望
す
る
所
に
､

広
々
と
し
た
敦
飽

そ
の
中
に
四
茶
の

鉄
塔
と
ま
だ
新
ら

し
い
建
物
が
､
見

る
か
ら
に
涼
し
げ

に
配
置
さ
れ
て
い

た
｡温
厚
な

､
声
の

や
さ
し
い

仲
野
所

長
さ
ん
に

迎
え
ら

れ
て
中
に

入
る
と

充
分
に
と

ら
れ
た

馨
か
ら
､
光
が
望

関東電波 監理局監視
l}

部送信所をプたずねて
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～

二

享

｣
デ
qJ

､

…二

中
に
満
ち
て
､静
か
な
内
に
､何
と
な
く

緊
張
し
た
感
じ
で
あ
っ
た
｡
所
長
さ
ん

は
､
我
々
の
質
問
の
一
つ
一
つ
に
丁
寧

に
説
開
さ
れ
ま
し
た
｡

｢
こ
の
監
視
部

送
信
所
は
､
無
線
通
信

全
般
を
管
理
し
､混

線
や
､事
故
を
防
い

で
い
る
わ
け
で

､
解
り
易
く
い
え
ば
電

位
の
交
通
整
理
で
し
ょ
う
か
ね
｡
目
に

ジ
ー
ゼ
ル
の
非

常

用
自
家
発
電
機
が

そ
な
え
ら
れ
､

停

電
し
て
も
二

房

以
内
に
も
と
の
状

態
に
返
す
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
｡

送
信
所
は
､
敢

堕
二
､
五
〇
〇
坪

建
物
八
九
坪
､
ア

ン
テ
ナ
の
高
さ
三

五
米
､
一
茶
の
軍

さ
地
上
七
ト
ン
､

殿
下
十
ト
ン
､
時

価
一
五
〇
万
円
｡

各
ア
ン
テ
ナ
蘭
の

距
鞘
七
〇
米
｡

巣
を
各
所

(全
国
九
ヶ
所
)
の
送
信
所

に
送
る
役
割

を
し
て
い
る
わ
け
で
､
も

ち
ろ
ん
他

.の
冒
か
ら
の
連
絡
を
受
信
し

ま
す
｡
文

､
も
う
一
つ
の
大
き
な
仕
事

は
､
不
正

電
波
を
発
見
し
て
電
波
防
害

を
防

ぐ
事
で
､
三
浦
で
測
定
し
た
も
の

を
相
模
原
市
の
方
探
所
で
方
向
と
場
所

を
調
蛮
し
､
そ
の
結
果
を

､
発
信
殿
方

の
送
信
所
へ
連
絡
す
る
わ

け
で
す
｡
こ

こ
の
送
信
所
の
直
接
の
操

作
は
三
浦
で

行
な
い
､こ
こ
で
は
機
械

を
調
節
､監
視

し
て
い
ま
す
｡
じ
ゃ
あ

ど
う
し
て
送
信

所
が
平
塚
に
出
来
た
か

｡
こ
れ
は
測
定

と
送
信
が


